
薄暮時間帯における無信号横断歩道の安全性の分析 

 

横浜国立大学 大学院 都市イノベーション学府 学生会員 〇良知 俊平  

横浜国立大学 大学院都市イノベーション研究院 正会員  田中 伸治  

横浜国立大学 大学院都市イノベーション研究院 正会員  松行 美帆子 

横浜国立大学 大学院都市イノベーション研究院 正会員  有吉  亮  

 

1. 背景と目的 

 令和 2 年度の警視庁の交通事故類別死亡事故発生状

況 1)によると，その約 5 割が横断中に発生しており，横

断中に発生した死亡事故の多くは横断歩道，横断歩道

付近で発生している。このことから横断歩道における

交通事故対策が今後の重要な課題であるといえる。ま

た無信号横断歩道における一時停止状況全国調査 2)に

よると令和 3 年度における一時停止率の全国平均は

30.6%となっている。無信号横断歩道付近においては道

路交通法により，歩行者や自転車が横断しているとき

や横断しようとしているときは、横断歩道の手前で一

時停止をして歩行者や自転車に道を譲らなければなら

ないと定められているが，この一時停止率の低さが横

断歩道での死亡事故の多さの要因の 1 つになっている

と考えられる。 

また死亡事故が発生している時間帯に着目すると，

17 時～19 時台の時間帯が突出しており，この時間帯は

日没前後の 1 時間という特徴を持っていることから薄

暮時間と呼ばれている 3)。またこの時間帯では人対車両

の事故が昼間に比べて約 4 倍も増加していることから，

薄暮時間は一日の中でも特に人対車両の事故が起こり

やすい危険な時間帯であるといえる。 

時間帯と歩行者事故に関する既往研究において，西

田（2003）4)は歩行中の死者数は 10 月から 12 月の夕方

に顕著に多くなることに加え，歩行中死者数がピーク

となる時間帯が薄暮時間に対応しており，明暗条件が

歩行者事故に影響していることを示しているが，統計

のみの分析に留まっている。 

 そこで本研究では，歩行者対車両の事故が発生しや

すい薄暮時間帯における実際の無信号横断歩道での一

時停止率や横断者と車両の交錯危険性にどのような変

化が生じているのかを分析し，薄暮時間帯における無

信号横断歩道での横断実態を明らかにすることを目的

とする。 

2. 対象交差点 

 本研究では対象交差点としていずれも神奈川県平塚

市にある明石町 6-3，7-12，宝町 10-4 の 3 つの無信号

横断歩道において観測を行った。調査対象無信号横断

歩道の概要を表 1 に示す。 

表 1 無信号横断歩道の概要 

 

3. 本研究における無信号横断歩道の安全性評価方

法 

本研究における，無信号横断歩道の安全性評価方法

について述べる。本研究では横断状況を横断前と横断

中に分けて安全性を考える。背景で述べたよう，無信

号横断歩道における一時停止率が低いことが問題とな

っていることを踏まえて，横断前の安全性評価には一

時停止率を用いる。一時停止率のみを採用した場合，

横断中の歩行者の安全性が評価出来ないことから，横

断中の評価には定量的交錯危険性評価指標の１つであ

る PET（Post Encroachment Time）指標を用いる。 

4. 一時停止率の時間帯比較 

 各交差点と全体について時間帯別の一時停止率を測

定した結果を図 1 に示す。図 1 より，どのタイプの無

信号横断歩道においても，日没後（16：30～17：30）

を除くと，夜にかけて一時停止率が低下していること

がわかり，薄暮時間の一時停止率は朝と夜の間の値と

タイプ A タイプ B タイプ C

無信号横断歩道 明石町 6-3 明石町 7-12 宝町 10-4

観測年月日 2021年12月9日 2021年12月6日 2021年12月10日

日没時間 16時30分10秒 16時29分58秒 16時30分18秒

観測時間

8：00～9：00

16：00～17：30

19：00～20：00
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取ることがわかった。また，日没前後（16：00～17：

00）よりも日没後（16：30～17：30）の一時停止率が

高くなっていることがわかる。これは図 2 のヘッドラ

イト点灯率の推移に示すよう，日没後では 9 割の車両

がヘッドライトを点灯していることが，日没後の一時

停止率の増加に影響を及ぼしたと考える。 

 

図 1 時間帯別の一時停止率 

 

図 2 日没前後でのヘッドライト点灯率の推移 

5. 交錯危険性評価指標の時間帯比較 

 交錯危険性評価指標である PET について，車両が先

行した場合の先行 PET と車両が後行した場合の後行

PET にわけて分析を行った。なお PET は 0 秒に近づく

ほど危険であると解釈することができる。 

 図 3 の時間帯別の先行 PET より，夜（19：00～20：

00）での平均 PET が－3.2 秒と他の時間帯よりも低い

値を取っているが，一元配置分散分析を行った結果ど

の時間帯においても 5％有意水準で有意な差は示され

なかった。 

 図 4 の時間帯別後行 PET より，朝（8：00～9：00）

での平均 PET が 3.1 秒と他の時間帯よりも低い値をと

っているが，一元配置分散分析を行った結果どの時間

帯においても 5％有意水準で有意な差は示されなかっ

た。 

 

図 3 時間帯別の先行 PET 

 

図 4 時間帯別の後行 PET 

6. 結論 

 本研究では，無信号横断歩道において，事故の多い薄

暮時間帯では視認性の低下に伴い，一時停止率が特に

低くなり，また交錯の危険性が特に高まっているとい

う仮説のもと分析を行ったが，薄暮時間帯で特に危険

となる結果は得られなかった。 

 今後は時間帯別のドライバーの運転挙動の定量的分

析や運転意識の定性的分析を行い，本研究で用いた指

標には表れなかった危険性について分析する必要があ

ると考える。 
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